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　本学の松江試験林は気象レーダー観測所のある三坂山

のすぐ南に位置し（標高約300～500m），面積は約21ha

あるが，将来は内外樹種約／00種による見本林および各

種の実験林となる予定である。この計画を円滑に推進す

るためには地形図を作成しておく必要があるので，実体

空中写真測量を行なうことにした．

　実体写真測量では，／モデル内に最小限3点の標定点

が必要である。そのため1級図化機を使い，必要とする

標定基準点の位置・標高を同時に高精度で求める空中三

角測量を行なうのが普通である。しかし国土地理院の空

中写真を用いる場合，当試験林は2コースにまたがって

はいるが，各／モデル計4枚の写真で覆われている。そ

のため時間的・経済的な面から考えて，必要な標定点を

現地の地上測量によって決定し，図化する方法を工夫し

た、

　／％ア年8月中旬と9月上旬の2回（計4日間）に三角

点の刺針・三角測量および水準測量による新基準点の設

定・歩道の測量など現地作業を行ない，K　P図化機を用

いて図化を行ない，地形図を作成した。

　なお現地測量・図化作業に協力された後藤勝美・岡田

泰紀　結城勇雄らの専攻生諸君に感謝する．

　　　　　　所与の条件と作業計画

　先ずこの図化作業に利用できる空中写真および基準点

について説明し，図化のための現地作業の計画について

述べる．

　1．空中写真

　この測量において使用したのは，／962年に建設省国土

地理院が撮影したC　G－62－2（松江）の空中写真で，

縮尺は約1：／0，000である．このうち試験林はアコー

ス（以下Cアという）のNo．／6，／7の2枚で過半を覆わ

れているが，飛行コースが丁度この部分で南に流れて北

西部が欠け，その部分はまた隣接北側コース（C6）と

の重複度がわずかとなっており，後の接続標定が非常に

困難となった．基準点の展開のため結局C6の／5，／6，

1アおよびCアの16，／7，／8の計6枚についてポジフイル

ム（陽画密着原板）を用いた．

　2．基　準　点

　当試験林の周辺で利用できる基準点は，C6では三坂

山にある加賀村3等三角点（以下△と記す）のみであ

り・C7では邑生地区の湯谷3等△と森14△（本学農場

の北方）・森15△（枕木山）の4等△計3点である。な

お両コース外であるが，本庄町西方の水準点2ア8（以下

278BMという）を利用することにした．

　以上の基準点の成果を示すと第1表のようである、

　　Tab1e1　　The　d．ata　of　f1na1resu1ts　on　the

　　　　tr1ang1at1on　stat1ons　and　or1g1na1　bench

　　　　mark．

Trianglation 
station 

Y
 

X
 H 

m m m 
Kagamura A - 5c , 8c5 . c4 + 85 , 1 45 . 2c 555 . 71 1 -

Y ut ani A - 52 , 856 . 71 + 87 , 1 92 . 75 li5.218 

Mori A 
- 55 , 229 . 92 + 85 , 468 . 51 1 1 7 . 21 

Mori A -51 ,651 .48 + 86 , 899 . 89 57c . 1 6 

278 BM 1 1 .459 

1／32／8

　付属演習林
※2森林計画学研究室

／／439

　3．現地作業の計画

　空中写真の縮尺は／：10，000となっているので・K

p図化機による図化縮尺は概ね1：2，000程度になるこ

とが予想された．

　地形図はC7の16～／アモデル，C6の／5～16モデノレに

よって作成することになるが，標定作業に必要な新基準
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点を設定する計画を次のように決定した．

　a）先ず既設基準点を現場で確認して刺針する．

　b）C7では／ア～18モデルに含まれる湯谷△・森／5△

と278BMから導いた川部BMにより絶対標定し，／6～

17モデルを森14△・川部BMおよび前のモデルで決めた

パスポイントによって標定し図化する．

　c）C6では／6～／アモデルをCアで既に求めている接

合標定点18T，17Tおよび地上測量による新設点（以下

増設△という）によって絶対標定し，15～16モデルは加

賀村△と増設△および17Tによって標定後図化する．

　　　　　　　　　現　地　作　業

　以上の計画により川部BM，増設△の地上測量を行な

う必要があるので，現地作業を行なった．

　1．川部BMの決定
　C7の標定に必要な川部BMは，写真上で明瞭な三叉

路に設けることにし，278BMから約／．9kmの距離

をF型レベルで測量し，許容範囲内の誤差を得た．

　2．増設△の決定

　C6の標定に必要な増設△は，三坂山から枕木山に連

らなる陵線の中間に設定した．加賀村△と森／5△を基準

にしてなるべく正三角形に近い形となる点が望ましかっ

たが，見通しが悪く目数も限られていたので結局観測し

やすい位置となった．

各点には上下赤白の旗を約4mの竹竿に取付けて標識

とし，各点相互の内角を5対回観測して平均値を求め，

また同時に三角水準測量も行ない増設△の位置および標

　Tab1e2．　The　fina1resu1ts　of　contro11points．

Contro11point

Kawabe　BM

X
　　　m
－50，479．75

Y
　　　m
＋85，689．／2

H
　］皿

515．98

49．69

高を決定した．なお加賀村△はレーダーによって見透し

が悪いので44m離れた偏心点から観測した．

　以上の観測値から基準測量計算を行ない，所要の精度

内で各数値を得たが，それを示すと第2表のようであ

る．

　　　　　　　　　図　化　作　業

　地形図は前述のようにKP図化機（KOKOSAI　PLO

TTER）を使用して作成した。陽画密着原板を用い，左

右の赤青の光を投射して立体視しながら図化するわけで

あるが，本機には描画機の目盛の他は尺度や計器類がな

く，専ら作業者の立体感によって仕事をするため，安定

した実体感を充分に把握しておかねばならない．

　先ず図化縮尺／：2，000で第／表・第2表の基準点を

ケント紙上に展開して標高を記入し，次の要領により標

定を行なった．

　1．内部標定

　連続する2枚のポジフイルムを左右のプロゼクターに

正しく装置する．

　2．相互標定

　GRUBERの方法によって，κ（Z軸）g（Y軸）ω（X

軸）を作動しながら縦視差を除き，両写真の相互位置を

決める．

　3　絶対標定

　絶対標定パスポイントの標高を基にΩ，Φを修正し，

対地関係を正しく標定する．

　以上の連続操作により，C7では／6～17モデノレ，C6

では15～16モデルを絶対標定し，等高線の描画を行なっ

た。

　なお実際には，1：2，000の図化は無理が生じたの

で，／：2，500（等高線間隔5m）に変更し，次に示す

とおり地形図を完成した。

S皿㎜mary

　　We　carr1ed　out　aer1a1photgrammetry　for　Matsue－Exper1menta1Forest　by　w1de
ang1e　vert1ca1photography

　　F1rst　of　a11，for　dec1de　on　f1na1resu1ts　of　the　contfo11p01nts　from11st　of　known

p01nts（Tr1ang1at1on　stat1on　and．bench　mark）conducted－the　f1e1d－works，and．the

resu1ts　was　shown　Tab1e　2．

　　Tlhe　mapP1ng　used　the　d1apos1t1Yes（／　20，000）and　KOKUSAI　PLOTTER　of
KP　sty1e　mapp1ng－mach1ne　After　put　the　re1at1Ye　or1entat1on　by　GRUBER’s　method

and　the　abso1ute　or1entat1on，the　contour　tracmg　were　pract1ced　at　sca1e　of／　2500

（interYa1of　conter1ine　is5m）as　next　Figure．
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